
 

 

第 19 回 鉄鋼材料と鋼構造に関するシンポジウム 

「建築・土木分野で急速に広がる BIM/CIM ―BIM/CIM は鉄鋼材料に何をもたらすのか？」 

 
日本鉄鋼協会・日本鋼構造協会交流 交流企画連絡会 

 
⽇本鋼構造協会と⽇本鉄鋼協会では、1996 年から鋼構造物の制作・製造側と鋼材供給側でニーズ、
シーズ等の情報交換をし、学術・技術的な観点から課題や将来展望などを議論する連絡会を開催
しています。 
今般、⽇本鉄鋼協会主催で上記テーマの通りシンポジウムが開催されます。関係の皆様におかれ
ましては、奮ってご参加いただけますようよろしくお願いいたします。 
 
⽇ 時：2024 年 3 ⽉ 15 ⽇（⾦）午後（時間は調整中。1 ⽉下旬決定予定） 
場 所：東京理科⼤学・葛飾キャンパス（⽇本鉄鋼協会 春季講演⼤会に併催） 
参加費：無料 
申込⽅法：⽇本鉄鋼協会 URL より事前にお申し込みください。 
URL：https://www.gakkai-web.net/isij/sym/index.html 
申込期間：2024 年 2 ⽉ 16 ⽇（⾦）〜3 ⽉ 15 ⽇（⾦）14:00 まで 
内 容：＜⼟⽊分野＞ 
    タイトル：鋼橋における BIM/CIM の取り組み 

講  師：株式会社 IHI インフラシステム 嵯峨⼭ 剛 様 
要  旨：⽇本橋梁建設協会や会員会社が取り組んでいる BIM/CIM に関する事例を紹

介します。発表内容は、①建設業の現状と課題、②i-Construction の動向、
③BIM/CIM の取り組み、④鋼橋のデータ連携の４つの項⽬を挙げています。 
鋼橋の BIM/CIM の動向として、⾃動設計システムや⾃動原⼨システムの概
要、3 次元モデルの⾃動⽣成や鋼橋のデータ連携の説明、および具体的な
BIM/CIM の活⽤事例を報告します。 

＜建築分野＞ 
タイトル：建築鉄⾻におけるＢＩＭ推進のカギ 〜設計＋ゼネコンとの連携〜 

〜データの⼀気通貫の実現に向けて〜 
講  師：⽇本ファブテック株式会社 播磨 裕敏 様 
要  旨：ここ数年でＢＩＭ施⼯を掲げたプロジェクト現場が増えつつある。実施物件

も年々⼤型化してきており、上流で作成されたＢＩＭデータを上⼿く連携に
より取り込み下流作業まで⼀気通貫で使⽤出来るのかが、今後のカギになる。
あわせてＢＩＭに関わる⼈材育成の早期整備が望まれる。その中で、我々のシ
ステムが貢献できるよう開発に努めたい。 

 
※講師による講演の後、鋼材供給側からの話題提供ならびにパネルディスカッションを

⾏う予定です。 
以 上 

【問合せ先】 一般社団法人日本鉄鋼協会 学術企画グループ 井上 紀子 

 E-Mail:inoue@isij.or.jp Tel:03-3669-5932 Fax:03-3669-5934  


